
東広島市子どもの読書活動推進計画（第三次）の策定について 

 

１．計画について 

 （１）計画策定の趣旨 

「子どもの読書活動の推進に関する法律（法律第 154号）」に基づき、これまで「東広島市子どもの読書活動

推進計画（第二次）」（H27～R1）を策定し、取組を行ってきた。このたび、国及び県の計画策定を踏まえ、「第三

次計画（案）」（R2～R6）を策定するもの。 

 （２）計画の必要性 

  子ども（0～18歳）の読書活動は、言葉を学び、思考力や表現力などの力を育むために欠くことができないも

のであり、読書環境の整備を推進していくことは極めて重要である。 

（３）国及び県計画の主な内容 

 国（第四次）（H30～R4）：発達段階ごとの取組の推進、読書への関心を高める取組の充実 

 県（第四次）（R1～R5）：発達段階ごとの取組の実施及び研究の推進、環境整備（人的・物的）の充実 

 

２．第二次計画の振り返り 

（１）主な目標の成果 

指標 目標値 
実績 

 平成 26年度 令和元年度 

年１回以上、広報物または行事開催等により、保護者への読書活

動の啓発を行っている保育所、幼稚園等の割合 
100% 68.6% 88.3% 

保育所、幼稚園等での日常的な読み聞かせ 継続・充実 実施 継続・充実 

全ての小中学校での週 2回以上の一斉読書活動の実施 
小中学校 

100％ 

小学校 74.3％ 

中学校 100％ 

小学校 82.3％ 

中学校 100％ 

全ての小中学校における専門性のある

職員の配置 

小学校司書配置校 

中学校司書配置校 
100％ 

0人/35校 

14人/14校 

9人/34校 

14人/14校 

市立図書館における利用教育の機会 年 8回 年 5回 年 25回 

市立図書館におけるボランティアを対象とした研修会の開催回数 年 3回以上 年 3回 年 5回 

小中学校と市立図書館が連携した発表の機会 実施 未実施 実施 

（２）分析評価 

・保護者への啓発活動は目標値に達しなかったものの、取り組む保育所は増加した。保育所や幼稚園での読み聞か

せは日課となっており、ボランティア等による活動も行われ、日常的な読み聞かせが定着している。 

・小学校での一斉読書は週 2回一斉に実施する時間の確保が難しく目標値に達しなかったものの、取り組む小学校

は増加した。小学校にも学校司書が配置され学校図書館の環境整備が進んだが、1人が複数校を担当している状

況であり、児童の興味関心や学習単元に応じた読書推進には至っていない。 

・市立図書館では、調べ方等の利用教育やボランティアを対象とした研修会が目標回数より多く実施された。 

・児童生徒が学校で作成したポップ（本の紹介カード）等を市立図書館で展示発表する新たな取り組みが学校と市

立図書館の連携により実施され、発表の機会が拡充した。 

・第二次計画の取り組みは全体的に一定の前進はしたが、次の計画では近年のスマートフォンの普及など子どもや

保護者を取り巻く様々な環境の変化や多様なニーズに対応した取り組みが求められる。 

 

３．第三次計画の策定方針 

・第二次計画の分析評価及び本市関連施策の状況（地域すくすくサポートセンターの設置、学校司書の配置、市立

図書館の学校支援窓口の設置、ＩＣＴの活用）をふまえる。 

・国及び県が計画で示している、読書習慣の形成に向けての発達段階（①乳幼児、②小学生、③中学生、④高校生）

については、乳幼児を乳児と幼児に分けた５つの発達段階を基本として考える。 

・広島県の計画で新たに明記された、ネウボラでの取組、PTA研修会等での啓発、学校司書の配置拡充、障害のあ

る子どものための諸条件の整備について、本市においても具体的に取り組む。 

・本市第二次計画の施策の柱である「本に親しむ」「たくさん読む」については、広島県の計画と同様に多読より

読書習慣を身につけることを重視し「本に親しむ」にまとめ、本市第三次計画の施策の柱を、「本に親しむ機会

の提供」、「主体的な読書活動の推進」、「環境の整備」とする。 

 

４．第三次計画の基本施策 

【新規】：計画に新たに盛り込む取組 

５．第三次計画の成果指標 

 より多くの子どもが読書活動を行うことを目指し、国及び県と同様に不読率（「１か月の間に本を何冊くらい読

みましたか。」という質問に対して「読んでいない」と回答する子供の割合）の改善を本市計画の指標とする。 

東広島市の小中学生の不読率 小学生２％以下 中学生５％以下 

 

≪参考≫ ・国及び県の計画における不読率の目標値：小学生２％以下、中学生８％以下 

・不読率の実態（％） 

  

      

施策

の柱 
基本施策           取組の具体例   

                     

活動指標数値 

現状（R1） 最終年度（R6） 

１ 

本
に
親
し
む
機
会
の
提
供 

(1) 読書活動の啓発 

保育所、小中学校等での保護者に対する読書活動の啓発 88.3％ 100％実施 

【拡充】イベントや子育てに関連した図書、読み聞かせに関す

る情報の発信（図書館ホームページと子育て支援アプリの連動） 
－ 年 12回以上 

【新規】地域すくすくサポートでのブックデビュー事業の推進 － 対象者100％参加 

(2) 本の紹介 
小中学校での児童生徒の発達段階に応じた推薦図書の紹介 

小学校 91.1% 

中学校 100% 
100％実施 

図書館での推薦図書の発信（紙のリスト配布、インターネット配信等） 年 50回 年 60回以上 

(3) 継続的な読書

活動の推進 

保護者に対する読み聞かせ学習や講習会の開催 年 6回 年 10回以上 

小中学校での全校一斉の読書活動 
小学校 82.3% 

中学校 100% 
100％実施 

図書館での読書手帳利用推進イベントの開催 未実施 全館実施 

 
 

活
動
の
推
進 

２ 

主
体
的
な
読
書 

 
 

(1) 本を活用する

力の育成 

小中学校での読書活動年間指導計画等に基づいた読書活動推進  実施 100％実施 

図書館での利用教育に関する行事の開催 年 25回 年 40回以上 

(2) 読書の成果を発

信する機会の提供 

小中学校でのコンクールへの応募や開催 
小学校 100% 

中学校 93.3% 
100％実施 

小中学校、図書館での発表の機会の提供 年 46回 年 56回以上 

３ 

環
境
の
整
備 

(1) 推進者の充実 

学校司書の配置拡充 2.1校に 1人 1.5校に 1人 

担当職員やボランティアのための研修会の開催 35回 年 42回以上 

ボランティア同士が相互に情報交換できる機会の提供 年 2回 年 4回以上 

(2) 場所づくり 

保育所、認定こども園、幼稚園、学校、図書館での本を手に取

りやすい環境の整備 
96.5% 100％実施 

【新規】図書館での障害のある子どもも利用しやすい図書館づくり  － 実施 

(3) 蔵書の充実 

【新規】図書館での地域資料（電子資料を含む）の充実 33点 50点以上 

【新規】図書館での障害のある子どもが利用できる資料（大活

字本、LL ブック、さわる絵本、布絵本、電子書籍）の拡充 

大活字本 99 冊 

電子書籍 168 点 

大活字本 150 冊

電子書籍 500点 

図書館での各関係機関への蔵書の選定や資料の貸出 年 43,807点 年 56,000点以上 

校種 範囲 H27年 H28年 H29年 H30年 R1年 

小学生 

全国 4.8 4.0  5.6  8.1 6.8 

広島県 8.6 9.3 9.2 9.3 9.8 

東広島市 5.8 5.4 7.3 7.0 6.9 

中学生 

全国 13.4 15.4 15.0 15.3 12.5 

広島県 16.2 17.7 15.5 15.4 16.3 

東広島市 8.9 12.6 7.7 6.6 8.1 
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東広島市教育委員会 

令和 2 年〇月 
 



 

は じ め に 

 

 子どもたちにとって本に親しみ、読書をすることは、言葉をはじめとした様々な知識

や知恵を学び、感性や情緒、想像力、表現力、思考力、創造力などを養い、人生をよ

り味わい深い豊かなものとしていくために欠くことのできないものです。 

 東広島市教育委員会では、平成１９年３月に「東広島市子どもの読書活動推進計画」

を策定し、子どもの読書活動の推進に取り組んでまいりました。  

その後、国において、平成３０年度から令和４年度までを計画期間とする第四次

「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」が策定され、これを受けて広島県

では、令和年度から令和５年度を計画期間とする「広島県子供の読書活動推進計画

（第四次計画）」が策定されました。 

この度、こうした国や広島県の動向やその後の情勢変化を踏まえて、本市におい

ても、令和２年度から令和６年度までを計画期間とする「東広島市子どもの読書活動

推進計画（第三次）」を策定いたしました。 

本計画におきましては、「本に親しむ機会の提供」、「主体的な読書活動の推進」、

「環境の整備」の３つを大きな計画目的としたうえで、この３つの計画目的を達成する

ための８の基本政策を定め、それぞれの基本政策に係る達成度を計画的に判断する

ための具体的な取組を設定しております。 

本計画に基づき、図書館、保育所、認定こども園、幼稚園、学校、地域、家庭がよ

り一層連携・協力して、子どもの読書活動推進に積極的に取り組んでまいりますので、

皆様のご支援とご協力をお願いいたします。 

 

 

令和２年〇月 

        

                          東広島市教育委員会教育長 津森 毅 
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１ 計画の概要  

（１） 計画策定の趣旨 

子どもは、乳幼児期から身近な人とのかかわりや生活の中で言葉を獲得していき、発達段

階に応じた適切な環境の中で、言葉を通じて新たな情報を得る力、思考・判断・表現する力、

他者と関わったりする力を獲得していきます。 

特に発話前の乳児期は、身近な人を通じて言葉と出会うことで、人に対する信頼感を育み、

心と言葉の土台を作っていく重要な時期であり、絵本の読み聞かせは、身近にいる人が実践

しやすい優れた手法の一つです。 

読み聞かせをしていた家庭の子どもがそうでない家庭の子どもよりも読書をしているという

調査結果（図１）や、子どもの頃の読書活動が多い大人ほど、未来志向や社会性などの意識

が高いという調査結果（図２）があり、読書習慣の形成は豊かな人生への第一歩と言われて

います。 

読書活動は、子どもたちがこれからの人生を歩んでいくうえで、知識、技能の習得だけでな

く、思考力、判断力、表現力や学びに向かう力、人間性を育むうえで欠くことができないもの

であり、子どもの身近にいる私たちが、発達段階に応じた取組や読書環境の整備を推進して

いくことは極めて重要です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「子供の読書活動の推進等に関する調査研究」 

平成 30 年度文部科学省 

図 1 

※「未就学児の頃に読み聞かせをしていた」という設問に対して回答した保護者の子どもの調査結果 
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（２） 計画の位置付け 

① 国及び広島県の計画 

国は、「子どもの読書活動の推進に関する法律」（平成１３年法律第１５４号）に基づき、

平成３０年４月に第四次基本計画（計画期間５年間）を定めており、読書習慣の形成に向

けて発達段階ごとの効果的な取組を推進すること、読書への関心を高める取組を充実す

ること、情報環境の変化が子どもの読書環境に与える影響に関する実態把握、分析を行う

こと、としています。 

広島県は、国の計画に基づき、令和元年１１月に第四次計画（計画期間５年間）を定め

ており、第三次計画の柱の一つである「たくさん読む」については、多読のみを求めている

のではなく、読書の質の向上も必要であることから、「本に親しむ」にまとめる、発達段階ご

との特徴を踏まえた効果的な取組の実施及び研究を推進する、環境整備（人的・物的）を

充実する、としています。 

本市では、平成２７年に第二次計画を策定し、子どもの読書活動推進に取り組んできま

した。第二次計画期間（Ｈ２７～Ｒ１）における成果やとその目標を振り返るとともに、国及

び広島県の計画策定をふまえた第三次計画を策定します。 

 

図 2-1 

図 2-2 

「子どもの読書活動の実態とその影響・効果に関する調査研究報告書」 

平成 24 年度国立青少年教育振興機構 

（職業意識・将来展望・自己啓発） 

（共生感・規範意識・人間関係能力） 
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② 本市における関連計画 

本計画は、「第五次東広島市総合計画」（令和２年３月）、「東広島市教育大綱」（平成３

０年１２月策定）、「第２期東広島市教育振興基本計画」（令和元年６月策定）、「東広島市

第五次学校教育レベルアッププラン」（令和２年１月）、「東広島市生涯学習推進計画」（令

和元年９月）、「東広島市図書館サービス計画（第２期）」（令和元年９月）、「第２期東広島

市子ども・子育て支援事業計画」（令和２年３月）の上位計画並びに関連計画と整合性を図

りながら、子どもの読書活動推進に関する計画として策定します。 

  

◆東広島市総合計画（Ｒ２～Ｒ１２） 

人づくり  活力づくり  安心づくり  仕事づくり  暮らしづくり 

 ○ 誰もが夢を持って成長し活躍できるまち 

・幼児期における教育・保育の充実                 

・高い教育力と伝統を活かした学校教育の実践 

・市全体が「学びのキャンパス」となる環境づくり 

 

◆東広島市教育大綱（Ｒ１～Ｒ５） 

○ 新しい時代を担う人づくりのまち東広島 

・０歳からの学びのスタート 

・高い教育直と伝統を活かした学校教育の実践 

・新たな価値を創造する人材の育成を目指した教育の展開 

・「知的資源」と「国際性」を活かした人づくり 

・市全体が「学びのキャンパス」となるための環境づくり 

 

◆東広島市教育振興基本計画（Ｒ１～Ｒ５） 

○ 「夢と志」をもち、グローバル社会をたましく生きる人材の育成 

・「知・徳・体」のバランスのとれた子供たちの「生きる力」の育成 

・教育施設推進のための基盤整備 

・生涯学び、活躍できる環境の整備と学びを通じたまちづくりの推進 

◆東広島市生涯学習推進計画（Ｒ１～Ｒ５） 

○ 生涯学び、活躍できる環境の整備と学びを通じたまちづくりの推進～市全体を、学びのキャンパ

スに～ 

・豊かな学びへの支援 

・学びを通じたつながりの推進 

・学びを支える環境づくり 

【各計画等の主な方針】 

◆ 東広島市学校教育レベルアッププラン（Ｒ1～Ｒ5） 

○ 「夢と志」をもち、グローバル社会をたましく生きる人材の育成 

・創造性 未来志向の人材育成 

・自律性 個と自己決定の重視 

・協働性 生き方とキャリア形成 
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（３） 計画期間 

   令和２年度から令和６年度までの５年間とします。 

   なお、上位計画などに変更がある場合は、必要に応じて計画を見直すこととします。 

 

 

 

 
 

(年度) H27 H28 H29 H30 R 元 R2 R3 R4 R5 R6 ～ 

東広島市総合計画 
 

 

          

東広島市教育大綱 
 

 

          

東広島市教育振興基

本計画 

 

 

          

東広島市レベルアップ

プラン 

           

東広島市生涯学習推

進計画 

 

 

          

東広島市図書館サー

ビス計画 

           

東広島市子ども・子育

て支援事業計画 

 

 

          

東広島市子どもの読

書活動推進計画 

           

◆東広島市子ども・子育て支援事業計画（Ｒ２～Ｒ６） 

○ つながる つなげる 育ちあいのまちづくり 

・次世代を担う子どもを育てる保育・教育の推進 

親の子育て力の向上（家庭教育支援の推進、読書活動の推進、食育の推進） 

 

◆東広島市図書館サービス計画（Ｒ１～Ｒ５） 

○ つながり紡ぎだす図書館へ 

・役立つ図書館 

・つながる図書館 

・はぐくむ図書館 

（生涯学習・社会教育の推進、子どもの読書活動推進、主体的・対話的で深い学びの実現） 

・地域の図書館 

（第 5 次） 

（第 5 次） 

（第 2 期） 

（第 1 期） 

（第 2 期） 

（第 2 期） 

（第 3 次） （第 2 次） 

（第 1 期） 

（第 1 期） 

（第 1 期） 

（第 4 次） 

（第 4 次） 

（東広島市生涯大学システムアクションプラン） 
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２ 本市の現状と今後の課題 

 

（１） 第二次計画の振り返り 

第二次計画では、「本に親しむ」、「たくさん読む」、「目的をもって読む」、「環境の整備」

について具体的な目標を設定し取り組んできました。以下にその成果を総括し、見直しの

視点を整理します。 

 

   ① 家庭・地域での読書活動の啓発 

保育所、幼稚園、学校等では、年１回以上広報物配布や行事開催により保護者に対

し啓発活動を行う割合が増加しています。一人でも多くの保護者に啓発活動を行うため、

全ての機関で引き続き取り組んでいくことが必要です。 

指標 目標 
実績 

H26 R1 

年１回以上、広報物または行事開催等により、保護者への読

書活動の啓発を行っている保育所、幼稚園等の割合 
100% 68.6% 88.3% 

年１回以上、学校図書館通信等で学校図書館について発信し

ている小中学校の割合 
100% 61.2% 81.6% 

 
市立図書館では様々なイベントが行われており、見学会については読書週間等のイ

ベントの一環として実施しています。今後は、見学会のみならず多種多様なイベントを実

施し、来館への動機づけを行う必要があります。 

指標 目標 
実績 

H26 R1 

市立図書館において地域団体や保護者が参加できる見学会・

研修会等の開催（見学会の開催） 
年 8 回 年 6 回 年 6 回 

 

② 乳幼児期からの本の読み聞かせ 

保育所、幼稚園等では日常的に本の読み聞かせが継続的に行われており、定着して

います。市立図書館では、館内で実施していた図書館職員が行うおはなし会を館の外に

出向いて行ったことから実施回数が減少しています。館内に限らず、地域全体での実施

回数を目標値とする見直しが必要です。 

指標 目標 
実績 

H26 R1 

保育所、幼稚園等での日常的な読み聞かせ 継続・充実 実施 継続・充実 

市立図書館における、乳幼児向けのおはなし会の実施回数 年 55 回 年 45 回 年 35 回 

 

読み聞かせ学習プログラムについては、生涯学習のまちづくり出前講座として位置づ

けており、主催団体からの申込制となっていることから実施回数が伸び悩んでいます。

今後は、積極的に広報していく必要があります。 
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指標 目標 
実績 

H26 R1 

読み聞かせ学習プログラム、読み聞かせ講習会の開催 年 14 回 年 7 回 年 6 回 

 

③ 本の紹介 

保育所、学校、図書館のいずれにおいても本の紹介活動を実施している割合や回数

が増加しています。家族や学校の先生に紹介された本を読んでみたいと思ったことがあ

る児童生徒は「読書は好き」という回答率が高い（「第64回学校読書調査」公益社団法人全国学校図

書館協議会及び株式会社毎日新聞社）ことから、今後も引き続き、発達段階に応じた推薦図書を

紹介する取り組みを継続していく必要があります。 

指標 目標 
実績 

H26 R1 

本の紹介を行っている保育所、幼稚園等の割合 100% 44.3% 88.0％ 

推薦図書を選定している小中学校の割合 100% 71.4% 93.8% 

市立図書館において、推薦図書を発信する回数 年 30 回 年 28 回 年 50 回 

 

④ 日常的に本と出会える場の提供 

保育所、幼稚園等での本の貸出や学校図書館の開館日が増えており、市立図書館で

は赤ちゃんコーナーや昔話コーナーといった対象別、内容別のコーナーの設置など様々

な工夫が行われています。今後も環境の整備として、子どもたち自身がすすんで本を手

に取ることができるよう工夫をしていく必要があります。 

指標 目標 
実績 

H26 R1 

家庭への図書貸出を行っている保育所、幼稚園等の割合 50% 24.5% 56.8％ 

学校図書館を毎日開館する小中学校の割合 
小中学校 

100％ 

小学校

91.4％ 

中学校

100％ 

小中学校 

100% 

学級文庫の設置を行っている小学校の割合 100% 97.1% 100% 

市立図書館における子どもたちが本を選びやすいコーナーの

配置 
継続・充実 実施 継続・充実 
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⑤ 本に親しむためのイベントの実施 

「子ども読書の日」「古典の日」の関連イベントについては、市立図書館以外では定着

しませんでした。要因としては、子ども読書の日（４月２３日）が進級して間もないことから

イベントを実施することが難しいこと、古典が小学校低学年までは馴染みがないことがあ

げられます。今後は、「子ども読書の日」などをきっかけとしながら、イベントに限らず、

様々な啓発活動を含めて幅広く取り組んでいく必要があります。 

指標 目標 
実績 

H26 R1 

関係機関における「子ども読書の日」（4 月 23 日）の関連イベン

ト実施の割合 
100% 60.0% 53.5% 

小中学校、市立図書館等における「古典の日」の関連イベント

実施の割合 
60% 47.6% 42.9% 

本に親しむための様々なイベント 充実 実施 充実 

 
読書記録の推奨については、読書記録をつける時間を確保できなかったこと、小学校

低学年の児童の中には自分で記入することが難しい児童もいたことから、読書記録の

取組を継続して行うことができませんでした。今後は、市立図書館における借受図書タ

イトルのシールプリントサービスや、生涯学習活動を記録する「まなぶちゃんノート」「ジュ

ニアパスポート」の活用も含めて、継続的に子どもが読書を楽しむことができるように工

夫する必要があります。 

指標 目標 
実績 

H26 R1 

読書記録を推奨している小中学校の割合 
小中学校 

100％ 

小学校

97.1％ 

中学校

92.9％ 

小中学校 

89.7％ 

 

⑥ 継続的に本と向き合う場の提供 

保育所、幼稚園等での読書の時間または読み聞かせの時間を毎日取ることが定着し

ています。学校での一斉読書の時間は中学校では定着していますが、小学校では一斉

に週２回実施する時間の確保が難しく全校に及んでいません。今後も、全校での取り組

みを目指し、継続して取り組んでいく必要があります。 

指標 目標 
実績 

H26 R1 

保育所、幼稚園等において、読書の時間または読み聞かせの

時間を毎日設定 
継続 実施 

継続 

(98.2％) 

全ての小中学校での週 2 回以上の一斉読書活動の実施 
小中学校 

100％ 

小学校

74.3％ 

中学校

100％ 

小学校

82.3％ 

中学校

100％ 
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⑦本を活用する力の育成 

全ての小中学校において読書活動年間指導計画書が作成され、計画的な取組が行

われています。学習指導要領では言語活動に重点が置かれるようになり、学校における

読書活動指導は非常に重要であることから、引き続き取り組む必要があります。 

市立図書館では調べる学習地域コンクールの開催により、図書館を使った調べ方等

の利用教育が目標回数を大きく上回って実施されています。図書館を使った情報活用は、

生涯学習の点において重要であることから引き続き取り組む必要があります。 

指標 目標 
実績 

H26 R1 

全ての小中学校における読書活動年間指導計画書の作成 継続 実施 
継続 

(100%実施) 

市立図書館における利用教育の機会 年 8 回 年 5 回 年 25 回 

 

⑧ 本を活用する機会の充実 

全ての小中学校及び市立図書館において継続的に取組が行われており、今後は内

容をより具体化した目標を設定し、取り組みを深めていく必要があります。 

指標 目標 
実績 

H26 R1 

全ての小中学校における学校図書館を活用した指導 継続 実施 
継続 

(100%実施) 

市立図書館におけるレファレンスサービス 充実 実施 実施 

 

⑨ 読書の成果を発信する機会の提供 

ほとんどの小中学校及び市立図書館において読書感想文コンクールへの応募やおす

すめ本のポップなどを展示発表する取り組みが行われています。今後も子どもの表現す

る力、自分の考えをまとめる力を育てるため、読書感想文コンクールや調べる学習コンク

ールへの応募、読書会やビブリオバトルへの参加の機会などを提供していく必要があり

ます。 

指標 目標 
実績 

H26 R1 

小中学校において読んだ本について表現する機会 

（読書感想文コンクールへの応募） 

小中学校 

100％ 

小学校

97.1％ 

中学校

100％ 

小学校

100％ 

中学校

93.3％ 

市立図書館全館における利用者や職場体験に参加した児童

生徒が読んだ本について発信する機会 
7 館（全館） 6 館 7 館 
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⑩ 人と人との交流の場の提供 

子ども司書の養成や授業で作成したポップの展示など学校と市立図書館が連携した

取組が行われています。今後も図書館利用教育や学校と市立図書館との連携事業を継

続していく必要があります。 

指標 目標 
実績 

H26 R1 

小学生を対象とした子ども司書養成講座の開催 毎年実施 実施 毎年実施 

小中学校と市立図書館が連携した発表の機会 実施 未実施 実施 

 

⑪ 場所づくり 

保育所、幼稚園、学校図書館、市立図書館において、絵本コーナーの設置や子どもに

もわかりやすい分類表示をするなど、子どもが利用しやすい環境づくりが行われていま

す。引き続き、子どもの視点に立ち、子どもが本を手に取りやすい環境づくりを継続して

いくことが必要です。 

指標 目標 
実績 

H26 R1 

読書コーナーを設けている保育所、幼稚園等の割合 100% 91.8% 96.5％ 

学校図書館の環境整備 充実 実施 充実 

市立図書館における子どもが利用しやすい児童コーナーの配

置や案内表示 
継続 実施 継続 

 

⑫ 推進者の充実 

小学校にも学校司書が配置されるようになり学校図書館の環境整備が進みましたが、

複数校を担当しており、今後、司書としてのレファレンスや環境整備などの業務を担いな

がら、児童生徒の興味関心、習熟度、発達段階、学習単元などに応じた読書活動を推進

していくためには、増員が求められます。 

担当者研修会やボランティア向け研修会は、一定回数実施されていますが、今後は

所管を超えて連携した研修会を行うなど、幅広く研修機会を設けていくことも必要です。 

指標 目標 
実績 

H26 R1 

全ての小中学校及び市立図書館に

おける専門性のある職員の配置 

小司書教諭配置校 

中司書教諭配置校 
100％ 

34 校/35 校 

13 校/14 校 

33 校/34 校 

15校/15校※ 

小学校司書配置校 

中学校司書配置校 
100％ 

0 人/35 校 

14 人/14 校 

9 人/34 校

14 人/14 校 

図書館司書資格保有率 50％ 46.9％ 57.3％ 

子どもの読書活動に関わる担当者の研修会の開催 年 27 回 年 25 回 年 24 回 

市立図書館におけるボランティアを対象とした研修会の開催回数 年 3 回以上 年 3 回 年 5 回 

※東広島市立もみじ中学校を含む 
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⑬ 蔵書の充実 

指標とした「学校図書館図書標準の達成率」（学校の学級数に応じて設定される望ま

しい学校図書館の蔵書数）は、達成している学校の割合を示したものです。令和元年実

績値が目標値を下回ったのは、平成２８年にほぼ目標を達成したことから廃棄基準を見

直し、各校で除籍を進めた結果、標準の冊数に達しない学校が増えたことが影響してい

ます。今後は受入と除籍を並行して行い、蔵書の構築、所蔵図書の見直しを計画的に図

っていく必要があります。 

市立図書館の情報提供ツールはホームページのリニューアル、ＳＮＳの活用も 行わ

れており、今後は推薦図書リストなど発信するコンテンツを増やしていく必要があります。 

保育所、幼稚園等の市立図書館利用団体数は増加しており、今後も引き続き各機関

を市立図書館が支援していくことが期待されます。 

指標 目標 
実績 

H26 R1 

学校図書館図書標準の達成率（達成している学校数の割合） 

小学校

90％ 

中学校

85％ 

小学校

85.7％ 

中学校

71.4％ 

小学校

23.5％ 

中学校

26.6％ 

学校図書館の環境整備データベース化 継続 実施 継続 

市立図書館における、児童書、青少年向け図書の蔵書収集 充実 実施 充実 

市立図書館の蔵書情報提供ツールの数 8 種類 6 種類 

7 種類 

（携帯用検索 

ページの廃止） 

保育所、幼稚園等の市立図書館利用団体数 100 団体 90 団体 125 団体 
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（２） 本市関連施策の状況 

① 東広島版ネウボラの充実 

子育て支援センターや市立図書館において、乳幼児とその保護者に対しておはなし会

や読み聞かせ講習会などを開催し、読書活動を啓発してきました。 

これに加え平成28年度から令和元年度までの間に、妊娠から子育て期における身近

な相談支援拠点として「地域すくすくサポートセンター」が日常生活圏域ごとに市内１０か

所設置され、妊産婦とその配偶者や乳幼児の保護者に対する家庭教育の場ができ、言

葉がけの大切さや絵本を用いた子育てについて啓発する場としても活用されることが期

待されています。 

 

② 学校司書の配置と市立図書館の学校支援窓口設置 

小学校にも学校司書が配置されたこと、市立図書館に学校図書館支援の窓口が設置

されたことは学校図書館の環境整備改善において大きな効果をもたらし、学校図書館が

子どもたちにとって居心地の良い居場所となり、読書を通して自分の世界を広げる場所と

して、授業でも活用される学びの場所となってきています。 

子ども一人ひとりに応じた読書支援、授業に応じた学習支援を担う学校司書の役割は、

今後ますます重要になってくるものと考えられます。 

 

③ ＩＣＴを活用した取組 

平成28年度には市立図書館で電子図書館の運用が開始され、令和2年度からは子育

て支援アプリ「ぽけっとすくすく」の運用が開始されています。ＩＣＴを活用した情報発信や

情報活用が更に進んでいくことが想定されます。 

 

 

（３） 社会的な課題 

① 子どもを取り巻く状況 

ＩＣＴの急速な進展は私たちのライフスタイルに大きな変化をもたらし、インターネット 

は日常生活の中に不可欠な存在となっています。 

近年のスマートフォンの普及は子どもたちにも及んでおり、小学生の79.5％、中学生の

89.3％（「読書世論調査2020」毎日新聞社）、０歳児の20％、「ごくたまに使う」を含めると44％（「第2

回乳幼児の親子のメディア活用調査報告書」ベネッセ教育総合研究所）が、スマートフォンを使用している

状況になっています。あらゆる分野の多様な情報に触れることが容易になる一方で、視

覚的な情報と言葉の結びつきが希薄になり、知覚した情報の意味を吟味したり、文章の

構造や内容を的確に捉えたりしながら読み解くことが少なくなっているのではないかとの

指摘もあります。 

 

② 保護者を取り巻く状況 

広島県が行った「幼児期の教育の充実に関する調査（H27）」では、保護者は幼児期 

におけるスキンシップの重要性や言語発達の重要な時期という知識はあるものの実践

につながっていない傾向がみられると報告されており、情報過多の中で必要な情報が保
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護者に届いていない状況があると考えられます。 

このような状況をふまえ、子どもの発達やメディアとの適切な付き合い方を推進者が

理解したうえで、保護者へ情報発信をしたり子どもと本をむすぶ活動を行ったりしていくこ

とが、求められます。そして、急速な社会の変化、子どもを取り巻く環境の変化に対応し

た活動を推進するためには、推進者のネットワーク化、機関組織の一体化をすすめ、必

要な情報を共有すること、発信することも必要となってきます。 
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３ 第三次計画の基本方針 

国及び県が示している「読書習慣の形成に向けての発達段階に応じた取組」（①幼稚園、保

育所等の時期、②小学生の時期、③中学生の時期、④高校生の時期）について、本市では就

学前の乳幼児について、乳児と幼児を分けた発達段階（おおむね0歳から3未満と3歳から6歳

ごろまで）を基本として考えます。 

広島県の計画で新たに明記された、ネウボラでの取組、PTA 研修会等での啓発、学校司書

の配置拡充、障害のあるこどものための諸条件の整備について、本市においても具体的に取

り組むこととします。 

また、本市第二次計画の「本に親しむ」「たくさん読む」については、広島県の計画と同様に

読書の質の向上も必要であることから「本に親しむ」にまとめる形とします。 

本市第三次計画では、推進者の視点から次の三つを施策方針とします。 

 
 

 Ⅰ 本に親しむ機会の提供   

   子どもの発達段階や生活の場に合わせて、家庭、地域、図書館、学校、保育所等各

施設において、子どもと本をむすぶ活動を積極的に行います。 
 
 

 Ⅱ 主体的な読書活動の推進  

  子どもが目的に応じて本や資料を選んで読んだり、活用したりする力を育みます。 
 
 

 Ⅲ 環境の整備           

    子どもの周りに読みたいと思う本がある環境をつくるとともに、子どもの読書活動を支

える人材の確保・育成に努めます。 
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４ 成果指標と進行管理 

（１） 成果指標 

第三次計画の成果指標については、より多くの子どもが読書活動を行うことを目指し、国と

県が目標値として設定している不読率を本市計画の成果指標として設定します。 

※ 不読率の調査における「本」とは，電子書籍等の情報通信技術を活用した書籍を含み，教科書や問題集，漫
画，雑誌は除く。 

 
 
≪参考≫ 

１か月に１冊も本を読まない児童生徒の割合（％）の平均値 

校種 範囲 Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ R１ 

小学生 

全国 4.8 4.0 5.6 8.1 6.8 

広島県 8.6 9.3 9.2 9.3 9.8 

東広島市 5.8 5.4 7.3 7.0 6.9 

中学生 

全国 13.4 15.4 15.0 15.3 12.5 

広島県 16.2 17.7 15.5 15.4 16.3 

東広島市 8.9 12.6 7.7 6.6 8.1 

（典拠）全 国：「学校読書調査」（公益社団法人全国学校図書館協議会及び株式会社毎日新聞社） 
広島県：「基礎・基本」定着状況調査 

 

 

（２） 進行管理 

毎年度、各主管課に対し、事業の実施結果、評価及び翌年度の実施計画を調査し、進行

状況を把握するとともに、成果指標の達成を目指していきます。 
 
 
 
 

 

成果指標 小学生 中学生 

東広島市の小学生・中学生の不読率 

（「１か月の間に，本※を何冊くらい読みましたか。」という質問に

対して「読んでいない」と回答する子供の割合） 

２％ 

以下 

５％ 

以下 
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の
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活動の場

認定こども園

東広島市子どもの読書活動推進計画（第三次）体系図
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「夢と志」をもち、グローバル社会を
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る
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の
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活動の場  家庭、

認定こども園

東広島市子どもの読書活動推進計画（第三次）体系図

「夢と志」をもち、グローバル社会を

たくましく生きる人材の育成

読
書
の
成
果
を
発
信
す
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機
会
の
提
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家庭、地域、子育て支援施設

認定こども園

子どもの読書活動の推進

東広島市子どもの読書活動推進計画（第三次）体系図

「夢と志」をもち、グローバル社会を

たくましく生きる人材の育成

読
書
活
動
の
啓
発 

地域、子育て支援施設

認定こども園、幼稚園、

子どもの読書活動の推進

東広島市子どもの読書活動推進計画（第三次）体系図
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「夢と志」をもち、グローバル社会を

たくましく生きる人材の育成
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の
紹
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地域、子育て支援施設

幼稚園、

子どもの読書活動の推進

東広島市子どもの読書活動推進計画（第三次）体系図

「夢と志」をもち、グローバル社会を

たくましく生きる人材の育成

継
続
的
な
読
書
活
動
の
推
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地域、子育て支援施設

幼稚園、学校、

子どもの読書活動の推進

東広島市子どもの読書活動推進計画（第三次）体系図

「夢と志」をもち、グローバル社会を

たくましく生きる人材の育成

推
進
者
の
充
実 

地域、子育て支援施設

、地域、図書館

子どもの読書活動の推進

東広島市子どもの読書活動推進計画（第三次）体系図 
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第２章  

子どもの読書活動推進のための取組 
 



　乳児期からの絵本を使った言葉がけは聞く読書の入り口でもあり、本を介した身近な大人とのコ
ミュニケーションは読書の世界を広げ、主体的な読む読書の土台をつくります。
　家庭において読み聞かせをしたり、子どもと一緒に本を楽しんだり、図書館に出向いたりするな
ど、子どもが読書に親しむきっかけをつくることが重要です。
　家庭での読書の意義やその重要性について、保育所、認定こども園、幼稚園、小中学校、図書
館などの子どもが集う全ての機関において普及・啓発を保護者に対して行うことが必要です。

◆具体的な取組目標

令和元年度実績

保護者に対する読書啓発の実施割合

保育所８５．３％（３５／４１所）

認定こども園９３．３％（１４／１５園）

幼稚園 １００％（２／２園）

目標① 保育所、認定こども園及び幼稚園の参観日や園庭開放などで、保護者

に対し読書活動の啓発を行います。

令和６年度目標

保護者に対する読書啓発の実施割合１００％

（保育所、認定こども園、幼稚園）

令和元年度実績

学校図書館通信等の発行を実施している

小中学校の割合

小学校７６．４％（２６／３４校）

中学校９３．３％（１４／１５校）

目標② 小中学校において、保護者に対し、PTA研修会、学級だより、学校図書

館通信の発行、行事の開催などを通じて、家庭での読書活動啓発を行い

ます。

令和６年度目標

学校図書館通信等の発行を実施している

小中学校の割合 １００％

（１） 読 書 活 動 の 啓 発

１ 本に親しむ機会の提供

中学校で発行している学校図書館通信
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※1、※2、※3⇒P.32用語解説

目標③ 図書館ホームページに子育てに関連した図書及び読み聞かせに関す

る特設ページを設け、子育て支援アプリ「ぽけっとすくすく」と連動した情

報発信を行います。

令和６年度目標

情報発信回数

年１２回以上

令和元年度実績

情報発信回数

年０回

令和元年度実績

「こども読書の日」の関連イベントの実施割合

図書館１００％（７／７館）

保育所９．７％（４／４１所）

認定こども園６．６％（１／１５園）

幼稚園１００％（２／２園）

小学校９４．１％（３２／３４校）

中学校１００％（１５／１５校）

令和６年度目標

「こども読書の日」や「こどもの読書週間」を活

用した読書啓発や関連イベントを実施する施

設の割合 １００％

（図書館、保育所、認定こども園、幼稚園、

小中学校）

目標⑤ 地域すくすくサポートでの活動を中心とした、乳児とその保護者（妊産

婦とその配偶者を含む）を対象としたブックデビュー事業※３を推進します。

令和６年度目標

地域すくすくサポートで行うブックデビュー事業

の参加率

１００％（生後７か月児約１，６００人）

地域すくすくサポートでのブックデビュー事業の様子

図書館見学会の様子（小学校社会見学） 図書館見学会の様子（一般向け見学ツアー）

目標④ 「子ども読書の日※１」や「こどもの読書週間※２」などの機会を活用した、

読書啓発や関連イベントの実施及び周知に取り組みます。
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　子どもたちが本に関心をもち、自ら読書を楽しむようになるためには、多くの良い本に出会うこと
が大切です。そのためには、子どもの身近にいる周りの大人たちが多くの本を知り、推薦図書や
必読書を選定し、子どもたちの発達段階に応じた本の紹介をしていくことが大切です。選定にあ
たっては、往年の名作や新刊図書から幅広いジャンルを選定することで、さまざまな本との出会い
を広げることができます。
　また、乳幼児健診、小中学校、図書館などを利用して、子どもの発達段階に応じた推薦図書の
紹介などを広く行うことで、子どもたちと本が出会う機会を拡充することが必要です。

（２） 本 の 紹 介

◆具体的な取組目標

目標① 小中学校において、児童生徒の発達段階に応じた推薦図書の紹介

に取り組みます。

令和元年度実績

推薦図書の紹介を行っている小中学校の

割合

小学校９１．１％（３１／３４校）

中学校１００％（１５／１５校）

令和６年度目標

推薦図書の紹介を行っている小中学校の

割合 １００％

目標② 乳幼児健診会場で、子どもと保護者に絵本の読み聞かせや絵本を

紹介する パンフレットを配布します。

１ 本に親しむ機会の提供

健診会場で配布しているパンフレット
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※4、※5⇒P.32用語解説

 

令和元年度実績

図書館における推薦図書の発信回数

年５０回

目標③ 図書館において、推薦図書を発信する機会を拡充します。

令和６年度目標

図書館における推薦図書リストの発行回数

年６０回以上

館内検索機やホームページでの推薦図書リ

スト公開のためのOPACシステム※４への登

録件数 合計１０件以上

令和元年度実績

図書館におけるブックトーク開催回数

年１６回

目標④ 子どもや保護者が本と出会うきっかけづくりとしてブックトーク※５を

開催 します。

令和６年度目標

図書館におけるブックトーク開催回数

年２０回以上

子ども向けブックトークの様子

図書館が発行している推薦図書リスト 図書館ホームページで公開している推薦図書リスト
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※6⇒P.32用語解説

　 読書は、子どもたちの思考力、判断力、表現力などを育み、知的活動や感性・情緒の基盤を育
みます。本が子どもたちにとって身近な存在となるように、子どもの頃から本に親しみ、継続的な
読書習慣を身につけることが大切です。そのためには、家庭や地域、学校など子どもたちの日常
生活の中で、定期的な読み聞かせの時間や、一斉読書活動の時間を設けること、子どもが継続的
な読書を楽しめるよう、読書の足跡を可視化できる仕組みづくりを行うことなどが必要です。
　また、読書習慣の形成のために、子どもの読書に関する実態を調査研究し、活動を推進していく
ことが必要です。

（３） 継 続 的 な 読 書 活 動 の 推 進

◆具体的な取組目標

令和元年度実績

保護者を対象とした読み聞かせ学習及び講習

会の開催回数 年６回

目標② 「親の力」をまなびあう学習プログラム※６などを活用し、保護者に対する

読み聞かせ学習や講習会を実施します。

令和６年度目標

保護者を対象とした読み聞かせ学習及び講習会

の開催回数 年１０回以上

令和元年度実績

定例的な乳幼児向けおはなし会の開催回数

年１７８回

（図書館が出張訪問により開催した回数や、

読書ボランティアによる開催を含む）

目標① 子育て支援施設等との連携により、地域におけるおはなし会を定期的

に開催し ます。

令和６年度目標

定例的な乳幼児向けおはなし会の開催回数

年２００回以上

（図書館が出張訪問により開催した回数や、読

書ボランティアによる開催を含む）

「親の力」をまなびあう学習

プログラムの実施の様子

１ 本に親しむ機会の提供
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令和元年度実績

全校一斉の読書活動を実施している小中学校

の割合

小学校８２．３％（２８／３４校）

中学校１００％（１５／１５校）

目標③ 全校一斉の読書活動など児童生徒が読書をする機会を充実します。

令和６年度目標

全校一斉の読書活動を実施している小中学校

の割合 １００％

目標④ 子どもの読書成果を可視化することのできる読書手帳の利用を推進し

ます。

令和６年度目標

「まなぶちゃんノート」「ジュニアパスポート」を読

書手帳としても活用する啓発イベントの開催

市立図書館全館で実施

体験活動・読書活動の記録帳

（中学生向け、小学生向け）

一斉読書の様子（中学校）

目標⑤ 幼児期からの読書習慣や子どもの読書傾向など、継続的な読書習慣

の形成に関する実態を調査分析します。
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※7、※8、※9⇒P.32用語解説

　楽しむために読む、調べるために読む、知識教養を身に付けるために読むなど、本を読む目的
はさまざまです。そして、本を読む目的によって、読む本や読み方は異なってきます。子どもの主
体的な読書活動を推進するためには、目的に応じた本を選び、活用する力を育成することが大切
です。
　計画的な学習指導や、体系的な利用教育の実施により、図書館を使った調べ方や本の選び方
が身につくよう取り組むことが必要です。

◆具体的な取組目標

令和６年度目標

読書活動年間指導計画等に基づき各教科の

学習に応じた読書活動を推進している小中学

校の割合 １００％

目標① 小中学校において、読書活動年間指導計画等に基づき各教科の学習

に応じた読書活動を推進します。

令和元年度実績

図書館における利用教育に関する行事の

開催回数 年２５回

子ども司書※７の育成 ２５人

目標② 図書館の利用教育を行う機会を拡充します。

令和６年度目標

図書館における利用教育に関する行事の開催

回数 年４０回以上

子ども司書の育成に継続的に取り組む

年に一回以上学校図書館の利用教育を行って

いる小中学校の割合 １００％

（１） 本 を 活 用 す る 力 の 育 成

２ 主体的な読書活動の推進

目標③ 子どもの調べ学習を支援するため、よくある相談事例や検索事例を

データベースとして整備し公開します。

令和６年度目標（計画期間中の合計）

レファレンスデータベース※８の公開件数合計

２０件以上

パスファインダー※９の公開件数合計

２０件以上

市立図書館作成の子ども向けパスファインダー

読書活動年間指導計画
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※10⇒P.32、※11、※12⇒P.33用語解説

  本を読んで自らが感動したことや考えたことを表現したり、本から学んだことを発表したりする機
会を提供することは、子どもたち自身の主体的な読書活動のきっかけとなります。調べる学習コン
クール※１０や読書感想文コンクールなどへの応募に取り組むことは、読書活動を通じ自らの考え
を形成することにつながり、子どもの成長にとって大切な取り組みです。
　 図書館や小中学校などが連携しながら、子どもの読書の成果を発表することの出来る機会の
提供に取り組むことが必要です。読書の成果の発表は、同世代からの影響を大きく受ける子ども
たちにとって、読書のきっかけとなる効果もあります。

◆具体的な取組目標

令和元年度実績

読書感想文や調べる学習などのコンクールへ

の応募や、学校内で同様のコンクールを開催

している小中学校の割合

小学校 １００％（３４／３４校）

中学校 ９３．３％（１４／１５校）

目標① 児童生徒が読書活動を通じて自分の考えを形成し、表現するための機

会を提供します。

令和元年度実績

児童生徒によるＰＯＰづくりや児童生徒による

お勧め本紹介コーナーの制作・展示回数

年４６回

読書会やビブリオバトル※１２の実施回数

年３回

目標② 図書館を利用したり職場体験※１１などに参加した子どもの読書の成果

について発信する機会を設けます。

令和６年度目標

児童生徒によるＰＯＰづくりや児童生徒による

お勧め本紹介コーナーの制作・展示回数

年５６回以上

読書会やビブリオバトルの実施回数

年３回以上

（２） 読書の成果を発信する機会の提供

令和６年度目標

読書感想文や調べる学習などのコンクールへ

の応募や、学校内で同様のコンクールを開催

している小中学校の割合 １００％

２ 主体的な読書活動の推進

児童生徒によるお勧め本紹介コーナーの展示の様子
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　子どもたちが主体的な読書活動を行ううえで、その時々に適切な本の紹介や、読書・調べ学習
に対する助言を与えてくれる周囲の大人の存在はとても大きいものです。
　図書館職員や学校司書などが、資料に関する広範囲な知識はもちろん、一人一人の子どもの
発達段階に応じた図書の選択に関する知識等を身に付けるなど、子どもの読書活動に対し適切
な役割を担える人材となることが必要です。また、読書ボランティアを支援するため、ボランティア
間での情報の共有化やボランティアのスキルアップを継続的に行うことのできる仕組みづくりが必
要です。

◆具体的な取組目標

令和元年度実績

小中学校における学校司書の配置割合

２．１校に１人

図書館職員の司書資格保有率 ５７．３％

（運転手等の職種を除く）

目標① 専門性のある職員を配置するため、学校司書の配置拡充や図書館

職員の司書有資格者の比率拡大に努めます。

令和６年度目標

小中学校における学校司書の配置割合

１．５校に１人

図書館職員の司書資格保有率 ６０％以上

（運転手等の職種を除く）

（１） 推 進 者 の 充 実

３ 環境の整備

目標② 各関係機関において子どもの読書活動推進に携わる職員を対象と

した研修会を開催します。

令和元年度実績

職員向け研修会の開催回数

年２４回

令和６年度目標

職員向け研修会の開催回数

年２５回以上

図書館と学校司書の連携研修の開催回数

年２回以上

子育てサポーター養成講座の様子
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令和元年度実績

図書館における読書ボランティア向け研修会

（出前講座を除く）の開催回数 年５回

ブックデビューボランティア向け研修会の開催

回数 年４回

ボランティア団体同士が相互に情報交換できる

会議等の開催 年２回

目標③ 読書ボランティアやブックデビューボランティアを対象とした研修会を開

催します。

ボランティア情報の集約やボランティア団体が相互に情報交換できる

仕組みをつくります。

令和６年度目標

図書館における読書ボランティア向け研修会

（出前講座を除く）の開催回数 年６回以上

ブックデビューボランティア向け研修会の開催

回数 年５回以上

ボランティア団体同士が相互に情報交換でき

る会議等の開催 年４回以上

ボランティア向け研修会（紙芝居講座）の様子 ボランティア向け研修会（読み聞かせ講座）の様子

ブックデビュー講演会の様子

東広島にブックデビューの輪をひろげよう

基調講演・実践報告の様子
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　子どもたち自身がせっかく読書に興味をもっても、身近に利用しやすい読書環境がなければ、日
常的な読書につなげることができません。
　保育所、認定こども園、幼稚園、小中学校、図書館といった子どもの発達段階に応じた各機関に
おいて、子どもたちが主体的な読書活動や調べ学習を通じて豊かな心と学ぶ力を育むことができ
るよう、読書環境の整った場所づくりが必要です。

◆具体的な取組目標

（２） 場 所 づ く り

３ 環境の整備

令和元年度実績

絵本コーナーを設置している施設の割合

保育所 ９５．１％（３９／４１所）

認定こども園 １００％（１５／１５園）

幼稚園 １００％（２／２園）

目標① 保育所、認定こども園及び幼稚園において、子どもが主体的に絵本等

に親しむことのできる絵本コーナーを設置します。

令和６年度目標

絵本コーナーを設置している施設の割合

１００％

（保育所、認定こども園、幼稚園）

目標② 本の配置見直しや古い本の除籍などを行い、学校図書館の環境を改

善 します。

令和６年度目標

蔵書構成や利用状況等に応じて計画的に除

籍を行っている小中学校の割合 １００％

保育所の絵本コーナー

わかりやすい分類表示や展示を工夫した

小学校図書館の書架
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※13、※14⇒P.33用語解説

　

目標④ ユニバーサルデザイン※１４に配慮した案内表示の工夫などにより、

障害のある子どもも利用しやすい図書館づくりに取り組みます。

目標③ NDC分類※１３にとらわれない資料配置の工夫などにより、乳幼児や

その保護者、児童生徒が本を手に取りやすく、本を選びやすい図書

館づくりに取り組みます。

絵本コーナーの特集設置

（サンスクエア児童青少年図書館）

子どもにとって分かりやすい内容・ジャンル別の資料配置

（河内こども図書館）

イラストによる資料分類の案内表示（河内こども図書館）
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　子どもの読書活動を推進していくためには、一般的な児童書の充実はもちろんのこと、子どもの
読書活動の推進に関する資料や子ども向けの地域資料など、広く読書活動に関する資料を充実
させることが必要です。また、全ての子どもに読書の機会を提供できるよう、障害のある子ども向
けの資料の収集が必要です。
　各施設が蔵書の充実に努めるとともに、保育所や小中学校などでの蔵書の選定や資料の貸出
などに関しては、各施設が必要とすることを図書館が補完し支援することも必要です。

◆具体的な取組目標

（３） 蔵 書 の 充 実

３ 環境の整備

目標① 子どもの読書活動の推進や児童文学の研究に関する資料を収集しま

す。その中から推薦図書リストを作成し、周知します。

令和６年度目標

推進者向けの推薦図書リスト毎年発行

目標② 子ども向けの地域資料を作成し、子どもたちが地域を知るために必

要な資料（電子資料を含む）の充実に取り組みます。

令和６年度目標

図書館における子ども向け地域資料の

登録数 ５０点以上（電子資料を含む）

令和元年度実績

図書館における子ども向け地域資料の

登録数 ３３点（電子資料を含む）

図書館が所蔵する子ども向け地域資料の事例
広島大学教育ヴィジョン研究センター開発の

市立図書館デジタルアーカイブ
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◇◇◇用語解説◇◇◇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※15⇒P.33用語解説

令和元年度実績（保有点数）

大活字本

LLブック

さわる絵本（点訳含む）

布絵本

電子書籍

目標③ 図書館において大活字本、LLブック※１５、音訳資料、さわる絵本などの

障害のある子どもが利用できる資料を拡充します。

令和６年度目標（保有点数）

大活字本

LLブック

さわる絵本（点訳含む）

布絵本

電子書籍

令和元年度実績

子ども子育て機関・教育機関（保育所、認定こ

ども園、幼稚園、子育て支援センター、いきい

きこどもクラブ等）への資料貸出数

年４３，８０７点

小中学校への資料貸出件数１２７件

目標④ 図書館において各関係機関への蔵書の選定や資料の貸出を支援し

ます。

令和６年度目標

子ども子育て機関・教育機関（保育所、認定こ

ども園、幼稚園、子育て支援センター、いきい

きこどもクラブ等）への資料貸出数

年５６，０００点以上

小中学校への資料貸出件数２７０件以上

学校に貸出している学習支援セットの事例

子ども向けバリアフリー資料コーナー

（中央図書館）

９９冊

３３冊

２６３冊

２点

１６８点

１５０冊

５０冊

３５０冊

２０点

５００点

31



※１　子ども読書の日

※２　こどもの読書週間

※３　ブックデビュー事業

※４　OPACシステム

Online Public Access Catalog　の略。利用者に提供されるオンライン蔵書検索のこと。

※５　ブックトーク

※６　「親の力」をまなびあう学習プログラム

※７　子ども司書

※８　レファレンスデータベース

図書館におけるレファ レンス事例（調査内容及び回答）を整理・ 登録したデータベースのこと。

※９　パスファインダー

あるテーマの資料や情報を探すための手順をまとめたもの。

※１０　調べる学習コンクール

広島県教育委員会が実施する保護者向けの参加型学習プログラムであり、保護者にとって身近
な学校をステージに家庭の教育力向上を目指す取組。

 　「調べる力」を育てる、調べることで「生きる力・考える力」を養うことを目的に公益財団法人図
書館振興財団が行う調べ学習の成果を広く普及する活動。調べ学習の成果作品を小学生から大
人まで応募できるコンクール。

小学校高学年を対象に開催している子どもの読書活動を推進するリーダーを養成するための各
種講座（レファレンス研修、読み聞かせ研修、ブックトークなど）を受講した子ども達のこと。

相手に本への興味が湧くような工夫を凝らしながら、あるテーマに沿って関連付けて複数の本を
紹介すること。テーマから様々なジャンルの本に触れることができる。

◇◇◇第２章の用語解説◇◇◇

「ことば」の蔵とも言える絵本や図書館を手がかりとしてあかちゃんの「ことば」の獲得を手助けす
る取組の総称。

広く子どもの読書活動についての関心と理解を深めるとともに、子どもが積極的に読書活動を行
う意欲を高めることを目的として、子どもの読書活動の推進に関する法律（平成１３年法律第１５４
号）に規定される日。当該法律により４月２３日と規定されている。

公益社団法人読書推進運動協議会が主催している、毎年春に子どもの読書推進に積極的に取
組むこととされている期間。毎年４月２３日から５月１２日までが対象期間とされている。
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※１１　職場体験

※１２　ビブリオバトル

参加者が書評を発表し「どの本が一番読みたくなったか」を投票で決定する書評合戦。

※１３　NDC分類

※１４　ユニバーサルデザイン

※１５　LLブック

知的障害のある人や日本語を母語としていない人など、文字を読んだり、本の内容を理解すること
が苦手な人でもやさしく読めるよう写真や絵、簡単な言葉などを多用した本。

中高生がキャリア教育の一環として、地域の事業所で職業の現場を体験する教育課程の中の特
別活動。

日本十進分類法(Nippon Decimal Classification) の略。日本における標準的な図書の分類方法で
あり、ほとんどの公共図書館で使われている。それぞれの類・項・目・細分に一定の分類記号を与
えて、各分類表を体系的に記号化するシステム。

文化、言語、国籍、性別、障害の有無などを問わずに誰でも利用できる設計のこと。
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「子どもと本をむすぶワークショップ」実施報告 

 

 第三次計画を策定するにあたり、広く市民の皆さんの意見を聞き、計画に反映させ

るため、ワークショップを開催しました。子どもと本をむすぶための取組について５つ

のテーマを設定し、課題や解決策について話し合いました。 

 

１．日時、場所等 

日 時： 令和２年２月７日（金） １０：００～１１：３０分 

場 所： 東広島市市民文化センター２階 研修室２ 

参加者： 読書ボランティア・学校司書など３０名、図書館職員８名、市職員８名  

 

２．当日の概要 

・１グループ７～８名、全６班で構成。 

・当日のタイムスケジュール 

１０：００～１０：１０  説明 

１０：１０～１０：２５  個人ワーク 

１０：２５～１１：０５  グループワーク 

１１：０５～１１：３０  全体発表 

 

３．テーマ 

（１）本の紹介         （２）本の読み聞かせ     （３）イベントの実施  

（４）読書活動を啓発する     （５）読書を習慣づける    （６）その他 
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４．グループワークでの意見 

（１）本の紹介 

取組、課題 解決策など 計画への反映 

・より多くの保護者や子ど

もに対して推薦図書を発

信する 

・推薦図書を市の広報、

HP、フリーペーパー等で

周知する 

・推薦図書リスト等の配布

をする協力団体を増やす 

【本の紹介①②③】 

関係各所での推薦図書リ

ストや HP 等による推薦図

書の紹介・発信 

・保護者に対して、ブックデ

ビュー講座で読書啓発資

料や推薦図書リストを手

渡したい 

・ブックデビュー講座により

本の紹介場所に来られな

い方への対応を行う 

・図書館以外の場所でのブッ

クデビュー事業の実施 

【読書活動の啓発⑤】 

ブックデビュー講座の実施 

・図書館や学校が保護者

や子どもに対して様々な

方法で推薦図書や読書

活動等の情報を発信する 

・学級だよりや学年だより

に読書に関する記事を記

載し、保護者や子どもに

対して情報発信を行う 

【読書活動の啓発②】 

学校における読書活動の

啓発 

・子どもたちが自身のおす

すめ本を紹介する 

・図書館による子どもを対象と

したブックトークの開催 

【本の紹介④】 

図書館におけるブックトー

クの開催 

 

 

（２）本の読み聞かせ 

取組、課題 解決策など 計画への反映 

・保護者や読書ボランティ

アが子どもの年齢や興味

度に応じて選書をするこ

とが難しい 

・保護者や読書ボランティ

ア自身が本をあまり知ら

ない 

・読書ボランティアが自分

の好みで選書してしまう 

・図書館による推薦図書リ

ストの発行、展示の充

実、イベントの開催、HP

への情報掲載等により、

保護者や読書ボランティ

アが気軽に選書に関する

情報を入手できるように

する 

 

【継続的な読書活動の推進②】 

保護者を対象とした読み聞か

せ学習や講習会の開催 

【本の紹介③】 

図書館における推薦図書

の発信 

【推進者の充実③】 

読書ボランティアを対象とした

研修会や会議等の開催 
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・学校での読書ボランティ

アによる短時間の読み聞

かせは子どもの反応が悪

い 

・参加する子どもの年齢に

幅がある場合、対応が難

しい 

・読書ボランティアに対し

て、図書館が読み聞かせ

の仕方（基本）の情報提

供を行う 

・読書ボランティア同士で

情報交換を行う 

【推進者の充実③】 

読書ボランティアを対象とした

研修会や会議等の開催 

・図書館や学校でのおはな

し会に読み聞かせが好き

な子どものみ来ている。

参加者数が少ないため、

継続しにくい。 

・図書館や学校が様々な

媒体（市の広報、HP、学

校図書館通信、フリーペ

ーパー等）で広報する 

【読書活動の啓発④】 

イベントの周知 

・読み聞かせのスタッフが

集まりにくく、人手が足り

ないため、学校で児童に

対して十分に読み聞かせ

ができない 

・活動の場と実施報告の

機会を増やし PR すること

により、OB、OG の協力を

得る（卒業生、子育て世

代） 

【推進者の充実③】 

ボランティア情報の集約 

 

 

（３）イベントの実施 

取組、課題 解決策など 計画への反映 

・図書館でイベントを計画

する際、参加者が興味を

持つような工夫が必要 

・色々な角度でイベントや

読書に興味を持たせる工

夫をする（本+αのイベン

ト、親子で本の修理体験

など） 

【読書活動の啓発④】 

読書啓発や関連イベント

の実施 

※定例的に開催している

行事についても工夫を行う 

・読書ボランティアと図書

館がいつ、どこで、どのよ

うにして連携するか 

・読書ボランティアと図書

館の情報交換の環境や

場づくり 

【推進者の充実③】 

ボランティア情報の集約 

・図書館におけるイベント

の参加者が、図書館に興

味があり図書館に来館の

習慣がある保護者や子ど

もに限られる 

・多目的な場所で行う（芸

術文化ホールくららや美

術館など、他施設） 

【読書活動の啓発④】 

読書啓発や関連イベント

の実施 

※定例的に開催している

行事についても工夫を行う 
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（４）読書活動を啓発する 

取組、課題 解決策など 計画への反映 

・図書館に来館しない、読

書に興味のない保護者

への働きかけが必要 

・図書館の存在や読書ボ

ランティアの活動につい

て知らない保護者への働

きかけが必要 

・学校の学級だよりや学年

だよりに読書や図書館に

関する記事を記載し、保護

者に対して情報発信を行う 

・PTA 講演会、懇親会など

でプリントを配布する 

【読書活動の啓発②】 

学校における読書活動の

啓発 

・まず子どもに読書への興

味を持たせ、一緒に来館

してもらう 

【本の紹介①】 

学校における推薦図書の

紹介 

【継続的な読書活動の推進③】 

全校一斉読書活動等の実施 

・子育て支援センターや他

施設（芸術文化ホールや

美術館など）で保護者に

対して読書啓発を行う 

【読書活動の啓発⑤】 

ブックデビュー事業の実施 

【本の紹介②】 

乳幼児健診会場での読み聞

かせやパンフレットの配布 

・行ってみたくなる図書館

づくり 

【場所づくり③】 

利用しやすいコーナーの

配置や案内表示 

【蔵書の充実①】 

子どもの読書活動推進等

に関する資料の収集・提

供 

・子どもの学校図書館の利

用促進や本に親しんでも

らうため、本を利用する授

業や宿題を出す 

・教員が授業と本を結び付

ける取組を行う 

・図書館が学校に対して資

料の貸出を行い支援する 

【本を活用する力の育成①】 

読書活動年間指導計画に

基づいた読書活動の推進 

【蔵書の充実④】 

学習支援セットの貸出 

・教職員に時間がない 

・推薦図書リストの配布や

イベントの実施により、教

職員の作業負担が増え

る 

・学校で読書活動の啓発

のための協力体制を整備

する 

 

【推進者の充実①】 

学校司書の配置拡充 
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（５）読書活動を習慣づける 

取組、課題 解決策など 計画への反映 

・保護者の時間的余裕が

ない 

・保護者への支援、サポー

トが必要 

【継続的な読書活動の推進②】 

保護者に対する読み聞か

せ学習や講習会の開催 

・読書習慣のない子どもが

いる 

・図書館や学校等が子ども

に対して読書習慣を身に

つけるための取組を行う 

【継続的な読書活動の推進③】 

全校一斉読書活動の実施 

【継続的な読書活動の推進③】 

読書手帳の利用推進 

 

（６）その他 

取組、課題 解決策など 計画への反映 

・関係各所で子どもが自主

的に本を選べる絵本コー

ナーの設置 

・関係各所で環境整備を行う 【場所づくり①～④】 

関係各所での読書コーナ

ーの設置や環境整備 
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東広島市子どもの読書活動推進会議設置要綱 

 

（目的及び設置） 

第１条 子どもの読書活動推進に関する法律（平成１３年法律第１５４号。以下「法」と

いう。）に基づき、子どもの読書活動の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進す

るため、東広島市子どもの読書活動推進会議（以下「推進会議」という。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 推進会議は、次に掲げる事項を所掌する。 

(1)  東広島市子どもの読書活動推進計画（法第９条に規定する計画をいい、以下この号

において「計画」という。）の策定、実施事業の検討及び計画の円滑な実施に関する

事項。 

(2) その他子どもの読書活動推進に必要な事項に関すること。 

（組織） 

第３条 推進会議は、会長、副会長、事務局長及び委員をもって構成し、次に掲げる者を

もって充てる。 

(1) 会長 教育長 

(2) 副会長 生涯学習部長 

(3) 委員 学校教育部長、こども未来部長、学校教育部教育調整監、こども家庭課長、    

保育課長、指導課長、生涯学習課長 

（会長） 

第４条 会長は、推進会議の会務を総理し、推進会議を代表する。 

２ 会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、副会長がその職務を代理する。 

（会議） 

第５条 推進会議の会議は会長が招集し、議長となる。 

２ 会長は、必要があると認めるときは、推進会議の会議に委員以外の者の出席を求め、

意見を聴くことができる。 

（ワーキンググループ） 

第６条 会長は、第２条にかかげる事項を専門的に研究協議するため推進会議を補佐する  

ために必要があると認めるときは、ワーキンググループを置くことができる。 

２ ワーキンググループは、会長が職員を、座長、委員及び事務局員として指名し、組織

する。 

３ 座長はワーキンググループの事務を掌理する。 

（庶務） 

第７条 推進会議の庶務は、生涯学習部生涯学習課において処理する。 

（委任） 

第８条 この要綱に定める者の他、推進会議の運営に関して必要な事項は、会長が別に定 

める。 

 

  附則 

この要綱は、令和元年１０月１日から施行する。 
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